２　フェニックス事業に係る所要の事業費（国庫補助額）を確保されたい。
【説　明】
　大阪湾広域臨海環境整備センターは、近畿2府4県から発生する廃棄物を安全かつ適正に処理していますが、台風をはじめとする自然災害や突発的な事故により、当センターでの受入れが停止すれば、廃棄物処理に係る広域行政に重大な影響を及ぼします。そのため、危機管理対策上、2処分場体制を基本としています。
　1期計画では、尼崎沖及び泉大津沖埋立処分場を位置づけ、廃棄物を受け入れてきましたが、平成13年度には管理型区画での廃棄物の受入れを終了しました。2期計画では、神戸沖及び大阪沖埋立処分場を位置づけ、平成13年度には神戸沖埋立処分場での受入れを開始し、昨年10月には大阪沖埋立処分場において受入れを開始したところです。
　さて、今後、尼崎沖埋立処分場におきましては、早期に竣功を目指し、護岸工事の進捗を図るとともに、排水処理施設の増強工事を実施し、管理型区画の早期安定化を図る必要があります。
さらに、近畿2府4県から発生する廃棄物を安全かつ適正に処理していくため、引き続き、尼崎沖・泉大津沖・神戸沖・大阪沖埋立処分場において、廃棄物埋立護岸及び広域最終処分場施設の建設を進めていく必要があります。
　つきましては、廃棄物埋立護岸及び広域最終処分場施設の建設にかかる平成23年度事業費（国庫補助額）を確保していただきますよう、格段のご尽力とご高配をお願いいたします。
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